




































しており，長期的には生産価格体系は現在まで貫いているとしている([10J，pp. 191 ~ 
192)。その場合，産業資本制段階の単一生産物 (single-product)を生産する企業におけ
る平均利潤から，独占資本制段階における多品種生産を行なう巨大企業での平均利潤へ
変化したということになるが，多品種生産の巨大企業が一方で市場支配力 (market or 
monopoly power)をもちつつ，他方でそれが全体として平均化されるというときの，そ
の平均化の論理は不十分だと考えられる。
(2) コッツは「独占的競争下での生産価格 (monopolisticallycompetitive price of produc-






















生産価格体系下での金生産部門は (Cg十九)( 1 +ρ') =W~， と表現さ
れる (gは金生産部門を示す)。これに対して独占価格体系下では，独占，
非独占，金生産の各部門は次のように表現される。
(Cm+ Vm) ( 1 +p'm) = W ~ 
(c+ Vc) ( 1 +ρ~) = W'c 
(Cg+九)( 1 +ρ~)=W~ 
(m， C，はそれぞれ独占部門，非独占部門を示す。また，p'm>がである。)






























































































































































映しているといえよう。なお，国際通貨については，木下 C5 J 5章，および，深町 C3J
を参照されたL、。
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